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 ※本紙中「社協」とは寝屋川市社会福祉協議会のことです 

おもなContents： 

□ ボランティアグループ紹介 

  ～大阪睦会～ 

□ 園芸福祉ボランティア講座 

□ 気軽にはじめられるボラン

ティアを実感 
編集発行：寝屋川市社会福祉協議会ボランティアセンター 

電話：０７２－８３８－０４００ 

URL  http://www.neyagawa-shakyo.or.jp 

 

敷
き
布
団
は
段
ボ
ー
ル
、
掛
け
布 

団
に
新
聞
紙
を
使
っ
て
、
避
難
場 

所
で
横
に
な
る
（
寝
る
）
こ
と
を 

試
し
て
み
る
参
加
者
。 

「
小
さ
い
段
ボ
ー
ル
の
上
で
寝
る 

の
は
大
変
や
け
れ
ど
、
紙
１
枚
あ 

る
こ
と
で
、
少
し
の
緩
衝
や
暖
を 

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
」
と
。 

参
加
者
の
声
。 

 市障害者団体協議会とボランティ

ア部会長会の合同研修会を10月27日

に保健福祉センター多目的室で開き

ました。「災害時に体の不自由な人へ

のサポートなどについて」本番を想定

しての体験になりました。 

 

 

○車いす体験では、後輪だけでの運行や

人力車のような補助具を付けての介助

は、とても参考になりました。 

○話に聞いてはいましたが、段ボール、

新聞紙のありがたさを再認識しました。 

○障害のある人もない人も、非常時に的

確な判断をすることの大切さ、そのため

に正しい知識を持つことの必要性を学ぶ

ことができました。 

○体育館などへの避難時は就寝時のスペ

ース割などがうまくいかず、考えがおよ

ぶまでに１週間ぐらいかかると聞きました。 

 

 

同
団
体
の
講
師
に
よ
る  

①

段
ボ
ー
ル
布
団
体
験  

②
災
害

時
車
い
す
体
験  

③
避
難
所
で

の
工
夫 

な
ど
に
つ
い
て
の
説

明
、
体
験
の
あ
と
、
６
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
流
（
写

真
下
）
と
続
き
ま
し
た
。 

 

各
グ
ル
ー
プ
は
災
害
時
の
問

題
点
や
気
づ
き
、
障
害
の
あ
る

人
へ
の
留
意
点
な
ど
、
体
験
と

講
師
か
ら
の
説
明
を
参
考
に
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

http://www.neyagawa-shakyo.or.jp/
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な
く
、
き
れ
い
な
流
れ
に
な
り

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ

ま
し
た
。 

利
用
者
の
皆
さ
ん
も
、
自
分

の
知
っ
て
い
る
歌
や
踊
り
に
夢

中
に
な
り
、
マ
イ
ク
を
向
け
ら

れ
る
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
手

振
り
を
し
た
り
と
楽
し
そ
う
で 

 

 

１１
月
２４
日
、「
大
阪
睦
会
」

の
活
動
に
同
行
し
ま
し
た
。 

同
会
の
皆
さ
ん
は
開
始
１
時

間
前
に
門
真
市
の
高
齢
者
施
設

「
リ
ハ
ビ
リ
プ
ラ
ザ
門
真
」
に

到
着
。
衣
装
や
化
粧
を
済
ま
せ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
準
備
を
す

る
こ
と
で
、
会
場
の
雰
囲
気
づ

く
り
、
そ
し
て
観
客
の
心
を
つ

か
ん
で
い
ま
し
た
。 

歌
や
踊
り
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
職
員
、
利
用
者
の
人
達
が

一
つ
に
な
っ
て
進
み
、
司
会
進

行
も
同
会
の
メ
ン
バ
ー
が
担
当

し
会
場
の
世
界
観
を
壊
す
こ
と

な
く
、
き
れ
い
な
流
れ
に
な
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

し
た
。 

歌
や
踊
り
の
練
習
は
、
そ
れ

ぞ
れ
を
工
夫
し
創
作
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
よ
り
よ

い
も
の
に
す
る
た
め
に
話
し
合

い
を
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。 
 
 
 

（
山
崎
） 

 

 活動先（グループ別） 期間（4～9月） 対応（Ｖ・校区・団体） 人数 

1 ケアハウスグリーンヒル淳風 週4回（月20回） 明和・東・個人 24 

2 さくら草 月1回 西・成美 10 

3 バリアフリー寝屋川 週１回（月4回） 桜・点野・田井・成美 36 

4 カルデアの家 月1回 個人 6 

5 げんき屋デイサービス 隔週水（月2回） 個人 12 

6 神筋難病家族の会「ひまわり」 月1回 中央 6 

7 ケアキューブ寝屋川駅前 月1回 個人 6 

8 ｽﾍﾟｼｬﾙｵﾘﾝﾋﾟｯｸｽ日本・大阪 週1回（月4回） 中央・国松緑丘・個人 51 

9 小規模多機能ホームいちょう園 週1月１・年4回 明和・梅が丘・「矢車草の会」・音心の会 66 

10 特養 香西園 週1回 個人 20 

11 上山病院デイケア 月1回 個人 4 

12 デイサービスきぼう（宇谷） 月1回（月2回） 個人 15 

13 Ⅴセンター 隔月1回 個人 10 

14 特養 神田の里 週４回 14の耳 24 

   延べ活動人数 290 

 

定期ボランティア活動調整報告  【当ボランティアセンター取り扱い調整分（施設・団体に限定）】 

きれいな衣装で歌や踊りを披露。会場のお年よりも一つに

なって・・・・ 

「懐かしい歌やきれいで華やかな踊りにうっとりしまし

た」。「こんな時間を過ごすと寿命が延びますよ」などの声

が聞かれました。 



ボランティアセンター通信 （３）９４号 平成２７年１２月２０日  

月 活 動 日 活 動 先（施設・団体） 活動分野 活動内容 人数 対 応［Ｖ・校区・団体］ 

10 

1 デイサービスセンター寝屋川苑 高 齢 者 行事援助 13 ひまわり歌謡会 

1 ＦＭＣグループホーム香里園 高 齢 者 行事援助 7 わくわく音楽隊 

2･31 ツクイ寝屋川 高 齢 者 行事援助 4 懐かしい映画アニメ映画の会 

9 友遊 ほほえみクラブ 高 齢 者 行事援助 3 「夢楽らいぶ」一座 

10 寝屋川市障害児者を守る親の会 障 害 児 保  育 6 西・桜・成美 

13 南病院ケアセンターデイケア室 高 齢 者 行事援助 11 大阪睦会 

17 特養いちょう園 高 齢 者 行事援助 16 明和・梅が丘 

20 寝屋川市老人クラブ連合会 高 齢 者 行事援助 2 個人 

21 たんぽぽ保育所子育て支援センター 乳 幼 児  保  育 2 明和 

27 ラフィンデイズ・グレイス寝屋川 高 齢 者 行事援助 11 大阪睦会 

31 オールケア寝屋川 高 齢 者 行事援助 5 国松緑丘 

31 特養 香西園 高 齢 者 行事援助 1 個人 

小計 13 12   81  

11 

2･25･27 ツクイ寝屋川 高 齢 者 行事援助 6 懐かしい映画の会・百楽の会 

4・10 たんぽぽ保育所子育て支援センター 乳 幼 児 行事援助 6 個人 

5 ＦＭＣグループホーム香里園 高 齢 者 行事援助 3 歌体操寝屋川グループ 

7 ワークセンター小路 障 害 者 行事援助 12 明和・東 

8 葛原自治会 高 齢 者 行事援助 １ 個人 

12 ヒューマンライフケア寝屋川の湯 高 齢 者 行事援助 6 アロアロ香里園 

14 寝屋川ケアセンターデイセンターそよ風 高 齢 者 行事援助 6 市立第二中学校筝曲部 

16 ラフィンデイズ・グレイス寝屋川 高 齢 者 行事援助 2 百楽の会 

16・28 デイサービスセンター寝屋川苑 高 齢 者 行事援助 9 栄光会・歌体操寝屋川グループ 

21 寝屋川市障害児者を守る親の会 障 害 児  保  育 3 木屋 

23 池の里クラブ 一  般 行事援助 10 池田・桜・点野 

27 成田東千草会 高 齢 者 行事援助 10 淀川太鼓 

27 梅が丘地域協働協議会高齢者部会 高 齢 者 行事援助 1 個人 

29 たのしい家寝屋川 高 齢 者 行事援助 3 「夢楽らいぶ」一座 

小計 18 14   78  

10月～11月 集計  活動日数３１日   活動件数：２６件  ボランティア数：１５９人 

 
ボランティア活動調整報告  【当ボランティアセンター取り扱い調整分（施設・団体に限定）】 

１１
月
２７
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
園
芸
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
、
第
１
回
目
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
講
座
は
園
芸
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ら

ぶ
」
の
発
足
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
植
物
と
接
し
て
幸
せ
に
な
ろ
う
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど

の
交
流
の
場
づ
く
り
、
癒
し
の
環
境
づ
く
り
が

目
的
で
す
。「
今
回
の
受
講
を
き
っ
か
け
に
園
芸

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
参
加
し
た
い
」
と
意
気

込
み
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
人
が
植
物
と
関
わ
る
こ
と
で

「
地
域
づ
く
り
」、
し
い
て
は
「
国
づ
く
り
」
へ

と
大
き
く
発
展
す
る
有
意
義
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
あ
る
と
共
感
し
ま
し
た
。 

（
堀
田
） 

 

花を植えながら交流が深まります。 

保健福祉センター屋上で 

ご協力に心より感謝しています。来年もよろし

くお願いします。（ボランティア相談員一同） 
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開催日：11月11日  

場 所：大阪電気通信大学 506号室 

内 容： 

体験をとおしてボランティア活動の心構え

とご近所力アップの秘訣を学びます 

講 師：桃山学院大学 石田易司さん 

 

 

 

 

 

 

 

参加者から： 

 ○ボランティアが気軽で身近なところか 

らでも始められることを実感。 

○今日の受講をきっかけに、町内の人との 

交流を前向きにしようと思いました。 

 

  

 

 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
月
・
水
・
金
曜
日
の
午

前
１０

時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
、
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
し

て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

（
月
・
水
・
金
曜
日
以
外
は
社

協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者

が
対
応
し
ま
す
） 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

○
個
人 

橋
本
美
都
子
さ
ん 

長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
き
た
の
は
、
自
分

自
身
い
ろ
ん
な
体
験
が
で
き
る
こ
と
が
楽
し
い
か
ら
。
た

く
さ
ん
の
人
と
ふ
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自
ら
時
間
を
作

っ
て
や
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

○
団
体 

大
阪
睦
会 

 

芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
福
祉
施
設
に
訪
問
し
、
歌

や
踊
り
を
中
心
と
し
た
活
動
を
３０
年
近
く
続
け
て
い
ま

す
。
現
在
会
員
は
１５
人
。
訪
問
の
と
き
は
芸
人
に
な
り
き

っ
て
派
手
な
衣
装
と
化
粧
で
舞
台
に
立
ち
、
元
気
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
姿
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
ふ
れ
合

い
交
流
を
し
て
い
ま
す
。「
ま
た
来
て
ね
！
」
の
言
葉
が
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。 

大
阪
府
社
会
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰 

○
個
人 

坂
田
ひ
ろ
み
さ
ん 

 

こ
れ
ま
で
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
、
ご

支
援
・
ご
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
で
き
る
限
り
社
会
福
祉
に
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。 

○
団
体 

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
河
内 

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
１４
の
耳
」 

「
傾
聴
」
と
い
う
活
動
内
容
も
大
変
認
知
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
ご
存
知
で
な
い
方
々
も
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
に
役
立
つ
活
動
を
深
め
て
い
き
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

開催日：11月7日  

場 所：保健福祉センター 研修室５ 

内 容： 

地域を良くするボランティアのやり方に

ついて、その心構えやポイントについて伝

えます 

 講 師：関西学院大学 岩本裕子さん  

参加者から： 

 ○具体的な活動内容がわかりました。私 

も地域とともに成長したい。久しぶりに 

多数の方とお話しできてよかったです。 

楽しい活動につながりそうです。 

 

 

 

 

 

 

テーマについて話し合う参加者 

  

 

 

 

校区ボランティア部会と社協共催の

「ボランティア講座」を西・中央両校区

で開きました。 

映
像
や
体
験
型
の
講
座
に
「
わ

か
り
や
す
か
っ
た
」
の
声
多
数 

平成 27年度大阪府社会福祉大会で、下記

のみなさんが表彰されました。 


